
風
信

小
波
魚
青
の
こ
と

　
私
は
明
治
・
大
正
の
間
、
長
崎
を
代
表
す
る
四
条
派
の
画
家
と
し
て
活
躍
し
た
小

波
魚
青
の
長
男
小
波
魚
江
の
孫
で
、
中
学
生
の
時
、
小
波
魚
江
の
養
女
に
な
り
ま
し
た
。

　
魚
青
は
弘
化
元
年（
一
八
四
四
）四
国
宇
和
藩
家
老「
小
波
嘯
月
」の
三
男
と
し
て
生

ま
れ
、
若
い
時
よ
り
同
藩
の
画
家
、
梶
谷
南
海
に
つ
い
て
画
技
を
学
び
画
家
と
し
て

「
南
洋
」の
名
を
戴
い
て
い
た
そ
う
で
す
。
師
の
南
海
は
若
い
頃
十
三
年
間
、
京
都
に

住
み
四
条
派
の
祖
呉
春
の
門
弟
で
花
鳥
を
得
意
と

し
た
長
谷
川
玉
峰
に
師
事
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　
日
本
で
は
古
く
か
ら
実
名
を
み
だ
り
に
呼
ん
だ

り
書
い
た
り
す
る
こ
と
は
憚
ら
れ
、
藩
政
時
代
の

役
所
へ
の
届
け
も
通
称
だ
け
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
魚
青
は
、
盛
春
の
実
名
は
お
ろ
か
、
通
称
の
邑

行
も
使
わ
ず
、
当
初
は
南
洋
を
号
し
、
後
に
こ
れ

を
通
称
と
し
、
戸
籍
制
度
が
で
き
た
時
に
も
南
洋

を
届
け
出
て
、
以
後
の
画
号
と
し
て
は
主
に
魚
青

を
用
い
た
よ
う
で
す
。

　
魚
青
が
南
海
師
に
宇
和
島
で
画
を
学
ん
だ
の

は
、
二
十
歳
頃
か
ら
だ
っ
た
そ
う
で
、
二
十
九
歳

の
時（
明
治
五
年
）旧
宇
和
島
藩
士
萩
森
伊
三
郎
の

娘
愛
子
と
結
婚
し
て
い
ま
す
。
明
治
十
二
年
六
月
旧

藩
主
伊
達
宗
城
公
が
前
米
国
大
統
領
グ
ラ
ン
ト
将

軍
夫
妻
一
行
を
国
賓
と
し
て
迎
え
る
こ
と
に
な
り
、

其
の
従
者
の
一
人
に
魚
青
も
選
ば
れ
た
そ
う
で
す
。

　
こ
の
時
魚
青
は
長
崎
で
席
画
を
造
り
グ
ラ
ン
ト

将
軍
に
献
上
し
た
と
の
事
で
す
。

　
以
来
、
魚
青
は
長
崎
伊
良
林
一
丁
目
に
住
み
、

絵
画
の
依
頼
も
多
く
有
名
に
な
り
門
人
の
数
も
増
え
、
大
正
七
年
二
月
二
日
七
十
五

歳
で
没
し
、
墓
は
玉
園
町
勧
善
寺
後
山
に
あ
り
ま
す
。
其
の
間
、
明
治
二
十
四
年
五

月
に
は
長
崎
に
ロ
シ
ア
皇
太
子
ニ
コ
ラ
イ
親
王
、
ギ
リ
シ
ア
皇
太
子
ク
ロ
バ
ー
キ
ン

将
軍
の
来
訪
の
事
が
あ
り
県
知
事
は
魚
青
の
絵
画
を
呈
上
、
翌
二
十
五
年
に
は
宮
内

省
が
魚
青
の
絵
画
二
点
を
買
い
上
げ
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
魚
青
の
代
表
作
と
し

て
今
に
知
ら
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
麹
屋
町
が「
長
崎
く
ん
ち
」の
時
に
使
用
す
る
傘

鉾
幕
の
下
絵
で
あ
っ
た
と
林
源
吉
先
生
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
麹
屋
町
が
く
ん
ち
奉
納
踊
後
日
に
使
用
す
る
傘
鉾
の
幕
は
長
崎
名
物
の
一
つ
で

あ
っ
た
。

　
魚
青
の
長
男
は
、
胤
雄
と
い
い
明
治
九
年
三
月
六
日
宇
和
島
に
生
ま
れ
、
父
に
伴

わ
れ
て
長
崎
に
来
て
以
来
、
長
崎
の
地
で
学
校
に
行
き
、
父
に
従
っ
て
画
を
学
び
、

十
六
歳（
明
治
二
十
五
年
）の
時
描
い
た「
鷹
の
絵
」が
高
く
評
価
さ
れ
、
画
号「
魚
江
」

を
父
よ
り
送
ら
れ「
日
本
画
伯
名
鑑
第
一
〇
版
・
特
別
大
家
席
」に
記
載
さ
れ
ま
し
た
。

魚
江
の「
鷹
の
絵
」は
父
魚
青
の「
虎
の
画
」に
次
い
で
宮
内
省
に
収
納
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　
そ
し
て
、
魚
江
の
妹「
島
」が
長
崎
小
曽
根
家
に
嫁
い
だ
縁
で
小
曽
根
家
と
諫
早
の

早
田
家
と
の
親
戚
関
係
も
あ
っ
て
、
小
波
家
は
魚
江
の
時
に
現
在
の
諫
早
に
移
り
諫

早
方
面
に
日
本
画
、華
道
、茶
道
等
大
い
に
地
方
文
化
の
振
興
に
貢
献
し
た
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、
最
近
、
坂
本
龍
馬
伝
で
有
名
に
な
っ
た
と
お
聞
き
し
て
い
る
、
伊
良
林
の
若
宮

神
社
内
岩
戸
神
社
の
天
井
絵
は
、
魚
青
が
弟
子
達
と
共
に
描
い
て
い
る
物
だ
そ
う
で
す
。

出
島
を
訪
ね
て

　
最
近
、
長
崎
市
の
国
文
化
財
の
一
つ
で
あ
る
、
出
島
の
復
元
が
大
い
に
進
み
、
出

島
橋
が
復
元
さ
れ
る
と
お
聞
き
し
た
の
で
、
小
波
家
と
は
縁
の
深
い
住
友
銅
山
を
開

山
し
た
住
友
家
の
方
と
ご
一
緒
に
出
島
の
地
を
久
し
ぶ
り
に
訪
ね
ま
し
た
。

　
今
回
、
私
が
出
島
を
訪
ね
た
理
由
の
一
つ
は
、
現
在
、
住
ん
で
お
り
ま
す
島
根
県

で
島
根
大
学
医
学
部
耳
鼻
咽
喉
科
　
川
内
秀
之
教
授（
日
本
鼻
科
学
会
理
事
長
・
雲

仙
市
出
身
）が
嗅
覚
の
障
害
で
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
が
お
き
る
事
、
又
香
り
の
刺
激

が
嗅
覚
神
経
の
再
生
を
促
し
認
知
症
の
予
防
に
つ
な
が
る
と
言
う「
バ
ラ
露
」の
研
究

で
日
本
認
知
症
予
防
学
会
よ
り「
浦
上
賞
」を
受
け
ら
れ
た
と
い
う
事
が
あ
り
ま
す
。

　
我
が
国
で「
バ
ラ
の
花
」を
最
初
に
植
え
た
の
は
出
島
に
お
け
る
シ
ー
ボ
ル
ト
の
植

物
園
で
あ
っ
た
事
と
其
の
時
代
の
手
術
の
消
毒
は
バ
ラ
の
露
で
、
其
の
バ
ラ
の
露
を

最
初
に
発
案
し
た
の
が
平
賀
源
内（
宇
和
島
藩
士
）で
あ
り
、
次
の
記
述
が
あ
る
事
を

知
り
ま
し
た
。「
物
類
品
陗
」の「
薔
薇
露
」に
、「
紅
毛
語
ロ
ウ
ズ
ワ
ア
ト
ル
」と
あ
り
、

其
の
説
明
に「
此
の
物
ラ
ン
ビ
キ
を
以
て
薔
薇
花
を
蒸
し
て
取
り
た
る
水
な
る
も
の

な
り
。」と
あ
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
出
島
に
も
出
島
植
物
園
が
あ
り
、
其
処
に
は
一
八
二
五
年（
文
政
八
）シ
ー

ボ
ル
ト
が
ラ
テ
ン
語
で
記
し
た
記
念
碑（
県
指
定
文
化
財
）が
建
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ケ
ン
ベ
ル
、
ツ
ン
ベ
リ
見
ら
れ
よ
　
こ
こ
に
君
ら
の
植
物
　
年
ご
と
に
緑
を
い
　

花
咲
き
い
で
て
　
植
え
た
る
主
を
し
の
び
つ
つ
愛
の
花
輪
を
さ
さ
ぐ

　
其
の
シ
ー
ボ
ル
ト
と
お
瀧
さ
ん
と
の
間
に
生
ま
れ
、
日
本
最
初
の
産
科
女
医
と

な
っ
た
楠
本
イ
ネ
を
世
話
し
た
人
物
は
二
宮
敬
作
先
生
で
、
其
の
二
宮
先
生
も
宇
和

島
藩
出
身
で
シ
ー
ボ
ル
ト
に
師
事
、外
科
を
専
門
と
し
て
い
ま
し
た
が
、一
八
二
八
年（
文

政
十
一
）シ
ー
ボ
ル
ト
事
件
の
た
め
宇
和
島
に
帰
り
医
学
指
導
に
尽
く
し
て
い
ま
す
。

　
シ
ー
ボ
ル
ト
は
日
本
を
去
る
時
、
娘
イ
ネ
の
事
を
二
宮
先
生
に
依
頼
し
て
い
た
の

で
イ
ネ
は
宇
和
島
に
行
き
二
宮
先
生
か
ら
医
学
の
基
礎
を
学
び
、
明
治
三
年
二
月
東

京
築
地
に
移
り
明
治
十
年
ま
で
産
科
医
を
開
業
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
明
治
十
年

長
崎
に
戻
り
銅
座
町
で
産
院
を
開
業
し
て
い
ま
し
た
が
、
明
治
二
十
四
年
娘
タ
ダ（
高

子
）一
家
と
同
居
す
る
為
に
長
崎
の
産
院
を
閉
鎖
し
医
者
も
完
全
に
廃
業
し
て
再
上

京
し
ま
し
た
。
明
治
三
十
六
年
イ
ネ
は
東
京
麻
布
飯
倉
町
で
七
十
七
才
の
生
涯
を
閉

じ
ま
し
た
。
イ
ネ
の
墓
は
長
崎
寺
町
の
禅
宗
晧
台
寺
後
山
に
あ
る
楠
本
家
の
墓
地
に

母
瀧
と
共
に
葬
さ
れ
て
い
ま
す
。
其
の
横
に
は
恩
師
二
宮
先
生
の
墓
が
あ
り
ま
す
。

　
私
は
出
島
の
バ
ラ
に
心
を
ひ
か
れ
て
来
ま
し
た
が
、
前
述
の
川
内
教
授
が
日
本
認

知
症
予
防
学
会
で
産
学
共
同
研
究
に
着
手
さ
れ
、
高
齢
社
会
の
問
題
に
取
り
組
ん
で

お
ら
れ
ま
す
。
私
も
微
力
な
が
ら
お
手
伝
い
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

�

（
諫
早
市
出
身
　
松
江
市
在
住
）

　
四
月
と
言
え
ば
、
入
学
式
に
は
じ
ま
り
、
初
出
勤
に
開
講
式
等
と
当ま
さ

に
柳
桜
を
こ
き
ま

ぜ
た
春
の
錦
と
な
っ
た
よ
う
で
す
ね
。

○
長
崎
市
の
花
は「
オ
タ
ク
サ
」と
あ
り
、
シ
ー
ボ
ル
ト
が
日
本
の
紫あ

陽じ

花さ
い

を
学
会
に
発
表

す
る
時
に
名
づ
け
た
植
物
名
で
あ
る
と
い
う
。
其
の
名
称
は
シ
ー
ボ
ル
ト
の
出
島
で
の

三
九
三
号
　
平
成
二
十
七
年
四
月
十
日

長
崎
を
訪
ね
て

愛
人
お
滝
さ
ん
に
因
ん
で
名
付
け
た
も
の
だ
と
先
輩
方
よ
り
お
聞
き
し
た
事
が
あ
る
。

○
シ
ー
ボ
ル
ト
と
お
滝
さ
ん
の
事
に
つ
い
て
は
、
古
賀
十
二
郎
先
生
の『
丸
山
遊
女
と
唐

紅
毛
』（
後
編
）に
詳
し
く
記
し
て
あ
る
。

○
次
に
、
そ
れ
で
は
長
崎
市
の
木
は
何
ん
で
す
か
と
言
わ
れ
る
。
其
の
木
は
昔
、
唐
船
が

長
崎
に
持
ち
渡
っ
て
き
た
南
京
櫨は
ぜ

だ
そ
う
で
あ
る
。
さ
す
が
長
崎
の
草
木
、
共
に
国
際

色
が
あ
り
ま
す
ね
。

○
次
に
四
月
八
日
は「
花
ま
つ
り
」お
釈
迦
様
の
誕
生
日
。
長
崎
県
に
は
国
指
定
の
文
化
財
の

誕
生
佛
は
あ
り
ま
せ
ん
が
県
指
定
文
化
財
に
誕
生
佛
が
あ
る
。
其
は
高
麗
時
代
作
の
厳
原

大
興
寺
の
誕
生
佛
と
平
戸
最
教
寺
の
韓
国
李
朝
繍
帳
誕
生
佛
図
が
あ
る
。

　
其
の
他
私
は
先
年
、
壱
岐
芦
辺
町
定
光
寺
で
も
同
種
の
高
麗
誕
生
佛
を
見
せ
て
戴
い
た
事

が
あ
る
の
で
、
ま
だ
県
下
に
は
此
の
種
の
誕
生
佛
が
未
発
見
で
有
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
る
。

○
城
山
小
学
校
の「
か
よ
こ
桜
」も
咲
き
ま
し
た
ね
。
本
会
の
田
中
安
次
郎
氏
は
全
国
各
地

に「
か
よ
こ
桜
」を
植
え
ら
れ
、
長
崎
の
人
達
が
平
和
を
願
う
心
を
伝
え
ら
れ
て
お
ら
れ

ま
す
。
私
も
縁
あ
っ
て
、
か
よ
こ
桜
の
お
母
様
か
ら「
か
よ
こ
の
形
見
で
す
よ
」と
言
わ

れ
て
丸
山
応
挙
作
の
大
き
な「
雲
龍
図
」を
戴
い
た
の
で
純
心
大
学
博
物
館
に
林
津
江
様

の
名
前
で
寄
贈
さ
せ
て
戴
き
、「
か
よ
こ
桜
」も
校
庭
に
植
え
て
戴
い
た
。

○
来
月
五
月
五
日
は「
子
供
の
日
」。
長
崎
県
九
條
の
会
と
本
会
協
賛
で
恒
例
と
し
て「
子

供
達
に
も
平
和
の
気
持
ち
を
…
」と
い
う
事
で「
親
子
で
歩
く
長
崎
の
街
」を
主
題
に
毎

年
五
月
四
日
午
前
中
、
長
崎
の
史
跡
を
訪
ね
る
事
に
し
て
き
た
。
今
年
は
第
九
回
で
今

回
は
一
六
〇
二
年
長
崎
で
最
初
の
石
畳
道
と
言
わ
れ
た
八
百
町
あ
た
り
よ
り「
山
の
サ

ン
タ
・
マ
リ
ア
教
会
跡
」な
ど
を
巡
り
、「
子
供
達
の
茶
会
」に
案
内
し
て
下
さ
る
予
定

と
の
事
。
詳
し
い
事
は
後
日
発
表
さ
れ
る
。

○
明
治
三
十
四
年
長
崎
鎮
西
学
院
長
を
務
め
ら
れ
た
Ｈ
Ｂ
シ
ュ
ワ
ル
ツ
牧
師
は
一
九
〇
八

年（
明
治
41
）、
帰
国
後
ア
メ
リ
カ
で
出
版
さ
れ
たIn Togo’s Country

の
第
九
章
に 

「
宝
石
の
岸
辺
の
町
」と
題
し
長
崎
の
町
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
お
ら
れ
る
。

　
瓊
の
浦
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
景
観
の
町
で
あ
る
。
…
然
し
時
代
と
共
に
他
の
港
が
重
要

性
を
増
す
に
つ
れ
長
崎
の
栄
光
は
衰
退
し
て
い
る
…
然
し
港
は
安
全
に
停
泊
で
き
る

事
。
石
灰
が
豊
富
な
事
。
ド
ッ
ク
の
設
備
が
整
っ
て
い
る
事
。
長
崎
は
有
利
な
条
件
を

備
え
て
い
る
。
…

　
一
度
読
ま
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。『
薩
摩
国
滞
在
記
・
宣
教

師
の
見
た
明
治
の
日
本
』（
新
人
物
住
来
社
・
昭
五
九
刊
）

熊
谷
妙
子（
旧
姓
　
小
波
）

「梅に鴬」 魚青 筆　 （長崎純心大学博物館 蔵）


